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関東大震災から今年で 87 年が経過し、体験の風

化どころかその痕跡さえも忘れ去られているようであ

る。ところが注意深く街を歩いてみると、様々なところ

にその跡が残されている。これらを社会が認知すれ

ば、防災意識の向上につながらないかと考えた。その

ために、23 区内をくまなく歩き調査した。訪れた地点

は 137 地点にのぼる。 

対象は A.慰霊碑 52 件、B.記念碑 28 件、C.死者

100 人以上を出した場所 15 地点と逆に D.多くの避難

者の命を救った場所 16 地点。E は震災での破壊や

再生に関するエピソードを伝えるもの 40 件、F は復興

過程で生まれた建物や施設１５件である。 

一方、帝都復興事業は、東京に明暦の大火（1657

年）以来、実に 270 年ぶりにお寺の大移動をもたらし

た。その結果、江戸の多彩な文化が郊外各地に拡散

した。移動したお寺のほとんどは、本所、浅草、下谷、

築地にあったもので、大口は築地本願寺や浅草本願

寺、さらに浅草誓願寺の塔頭と本寺である。G は大移

動で生まれた新寺町や郊外で江戸の文化を今に伝

えるユニークなお寺 20 件である。 

そして、最後に H として、関東大震災以前から江

戸・東京をたびたび襲った自然災害についての記念

碑や遺構 23 件も調査した。関東大震災が初めての

災害ではなく、過去の災害経験が生かされていなか

ったことが、関東大震災の被害をより大きくしたことを

認識することも重要と考えたからである。 

以上のものは、全てその後の戦災もくぐり抜けて今

日まで生き延びた貴重な災害遺産である。 

 

 
関東大震災はじめ歴代の災害の犠牲者を祀る両国回向

院の万人塚 

２３区内にある慰霊碑（分類 A）の一覧表 
所在地・施設 震災関連物名称 区 町丁目 建立者・組織(由緒） 建立・建設年 由来説明

横網町公園 東京都慰霊堂 墨田区 横網一丁目
東京震災記念事業協会（設
計：伊東忠太）、落成式

1930（昭和5）年9月
当初は震災記念堂。1951（昭和26）年か
ら東京都慰霊堂として戦争犠牲者を合
祀

横網町公園 震災遭難児弔魂像 墨田区 横網一丁目
市内小学校長会が彫刻家
小倉右一郎に依頼作成、除
幕式

1931（昭和6）年5月
戦争による金属醵出で台座だけとなり
1961（昭和36）年に小倉氏の弟子により
再建

横網町公園 幽瞑鐘 墨田区 横網一丁目
中国仏教徒から寄贈、始撞
式

1930（昭和5）年10月

中華民国は震災に同情、特に仏教徒は
「佛教普濟日災會」を組織して各地で念
仏法要を行い、犠牲者を永遠に弔うた
めの梵鐘が寄贈された

横網町公園
関東大震災朝鮮
人犠牲者追悼碑

墨田区 横網一丁目
関東大震災朝鮮人犠牲者
追悼行事実行委員会

1973（昭和48）年9月
流言蛮語による朝鮮人犠牲者6千余名
に対する追悼碑

横網町公園 石原町遭難者碑 墨田区 横網一丁目 石原町町會 1924（大正14）年9月

町民8000人中7000人の犠牲者を出す。
その追悼碑。1931（昭和6）年8月にこの
地に移建

横網町公園南 慈光院（本尊） 墨田区 横網一丁目 築地本願寺 1928（昭和3）年9月

本尊阿弥陀仏は遺骨粉を塗入（骨仏）。
併設の江東学園幼稚園は震災後、築地
本願寺が開設した託児所が起源

本所警察署
相生警察署員殉
職之碑

墨田区 両国四丁目 本所両国警察署一同 1933（昭和8）年9月
震災殉職者34名の10回忌に建立。加え
て1976（昭和51）年空襲殉職者13名を
合祀

本所警察署
本所原庭警察署
殉職警察官碑

墨田区 両国四丁目 本所原庭警察署員 1924（大正）13年9月

震災殉職者15名の一周忌に建立。加え
て1984（昭和59）年明治以来歴代の殉
職者29名合祀

回向院 万人塚 墨田区 両国二丁目
震災記念堂の遺骨を分骨し
回向院に納骨（東京市告
示）

1925（大正14）年3月

1657（明暦3）年の大火以後の無縁仏の
供養塚。震災後犠牲者の多くが記念堂
より分骨された。当時は現在本堂内の
阿弥陀仏（釜六作）が露座で鎮座してい
た

回向院 石地蔵（万人塚上） 墨田区 両国二丁目 施主名は剥落のため不明 192４（大正13）年
台座正面に竪川岸遭難者の為とある

回向院 大震災横死者之墓 墨田区 両国二丁目 相生理髪業組合 震災直後

九十有余名の横死者の供養。近郊の原
庭警察署官内の理髪業者だけで十数
軒が一家全滅との記録もある

吾妻橋東詰 あずま地蔵尊 墨田区 吾妻橋一丁目 墨田区吾妻橋一丁目町会 1966（昭和41）年4月 震災と戦災の殉難者の供養

隅田公園入口
富田木歩終焉の
地標柱

墨田区 向島一丁目 墨田区 1989（平成元）年3月

枕橋際で俳人富田木歩焼死。友人新井
聲風との悲劇を伝える標柱。木歩の墓
は江東区平井の最勝寺にある

三囲神社 富田木歩追悼句碑 墨田区 向島二丁目
新井聲風はじめ
木歩の友人一同

1924（大正13）年9月

俳人木歩を慰霊。枕橋での最後と木歩
の詩を世に伝えた新井聲風の友情はよ
く知られている

木母寺（天台宗）
境内入口脇

大正震火災横死
者追悼之碑

墨田区 堤通二丁目
59世真泉光信（先々代）に
賛助者・発起人96名

1923（大正13）年9月

震災一周忌の碑。由来不明（現住職
談）。木母寺は謡曲「隅田川」の梅若物
語で有名。昭和51年に東白髭防災拠点
事業のため現地に移転

横川橋東詰 遭難者追悼碑 墨田区 横川一丁目
横川、業平、錦糸など周辺
の355名（団体も含む）

1934（昭和9）年9月
横川橋は第2の被服廠跡と言われた（碑
文には殃死3600有余とある）

能勢妙見堂（日
蓮宗）

遭難者追悼之碑 墨田区 本所四丁目 （東京市長永田秀次郎書） 1931（昭和6）年3月
横に戦災殉難者供養碑（1956（昭和31）
年3月建立）がある。

NTT墨田電話局 慰霊碑 墨田区 石原四丁目 墨田電話局 1958（昭和33）年3月
昭和20年3月9日の空襲による31名と震
災による2名の殉職者の慰霊。吉川英
治自筆の碑文がある

宣雲寺（臨済宗） 殃死者記念碑 江東区 白河二丁目 深川区東大工町第三部 震災後
犠牲者154名の供養碑。東大工町東京
製綱空き地で113名が焼死

浄心寺（日蓮宗） 蔵魄塔 江東区 平野二丁目
東京美術学校の田名子実
三作

1925（大正14）年8月

浄心寺の境内は臨時火葬場となり、多
数の遺体が荼毘に付された（火葬数：
2,960）。大正12年10月に深川区主催の
大震災横死者追弔大法会が行われた

浄心寺蔵魄塔前 殃死者慰霊塔 江東区 平野二丁目 浄心寺総代門倉熊太郎 1972（昭和47）年9月

50回忌供養で建立。他にも大震災無縁
供養有志と刻まれた石造の花立一対並
に空襲犠牲者慰霊碑がある

沢海橋第２児童
遊園

横死者供養塔 江東区 東陽三丁目 高野山金剛講員34名 1935（昭和10）年9月
13回忌供養。詳細不明

亀戸浄心寺（浄
土宗）

亀戸事件犠牲者
之碑

江東区 亀戸四丁目
亀戸虐殺事件建碑実行委
員会

1970（昭和35）年9月

震災後、南葛飾の労働者が逮捕連行さ
れ亀戸警察署で虐殺された。犠牲者9名
の名が碑に刻まれ、1993年に犠牲者が
１名さらに追加されている

上野公園 時忘れじの塔 台東区 上野公園
初代林家三平妻女、海老名
香葉子、有志一同

2005（平成17）年3月

関東大震災や東京大空襲を忘れず平
和な時代へ時をつなげるという願いのも
とに建立

浄名院（天台宗） 同業者殉難碑 台東区
上野桜木二丁
目

東京刷子刷毛信用購買販
売組合他3団体

1924（大正13）年8月

八万四千体の地蔵建立の発願の七千
番目に当たる。浄名院にはかつて江戸
六地蔵の一つの永代寺（廃寺）の地蔵
もある

新吉原花園池跡 追悼記念観音像 台東区 千束三丁目 （東京市長永田秀次郎書） 1926（大正15）年 弁天池での犠牲者の供養のため

新吉原花園池跡 十周年記念月桂樹 台東区 千束三丁目 水常楼　伊藤常吉 1932（昭和7）年3月
供養のための植樹の記念碑

新吉原花園池跡 十七回忌追善碑 台東区 千束三丁目 伊藤常吉他4名 1940（昭和15）年2月
17回忌の供養のため遊楼関係者により
建立

新吉原花園池跡 八十周年記念碑 台東区 千束三丁目 旧新吉原地区にある7町会 2003（平成15年）9月
80周年の供養のため。総代正副町会長
21名の名が刻まれている

浄閑寺（浄土宗） 新吉原総霊塔 荒川区 南千住二丁目
無縁の遊女を葬る墓として
建立

1793（寛政5）年

安政2年の地震の際に犠牲となった遊
女を葬った（投込寺）。昭和4年に改修
し、関東大震災の吉原公園での犠牲者
を合祀

満光寺（浄土宗） 子育地蔵 荒川区 東尾久三丁目 手島助次郎 震災後
藍染川の工事請負人で震災横死者の
追善に奉納

真性寺（真言宗） 遭難者供養塔 豊島区 巣鴨三丁目
征矢彦太郎他住民など約
200名

1924（大正13）年3月
犠牲者の菩提を弔うため地元巣鴨の住
民が協力して建立

新亀島橋西詰 遭難者追悼碑 中央区
日本橋茅場町
三丁目

龜島橋河岸米穀商懇話會 1924（大正13）年9月

賛助員6名、懇話会会員20名の名が刻
まれている。戦災遭難死者慰霊碑と並
んで建てられている

月島橋東詰 横死者追悼之塔 中央区 月島四丁目 住民13名
裏面剥落激しく建立
年、由来など不明

月島では圧死4、焼死7、溺死69の記録
があり、隅田川河口から流れ着く溺死体
が多く、その追悼碑か（推測）

海蔵寺（時宗） 黄死者霊供養塔 品川区 南品川四丁目
品川区の各宗派の寺院共
同

1932（昭和7）年10月

品川海岸に漂着した数十体の遺体を町
役場が海蔵寺に合葬して毎年追弔。品
川町が東京市になったことを機に釈迦
如来像を建立

海蔵寺（時宗） 無縁合葬供養塚 品川区 南品川四丁目
48世洞雲院弥阿旭山代
復元建立

1978（昭和53）年3月

元は品川の牢屋で亡くなった人々の遺
骨を集め1708（宝永5）年に築かれたも
の。娼妓、事故、天災など様々な無縁の
遺骨を納める。「頭痛塚」とも呼ばれる

大経寺（日蓮宗）
鈴ヶ森刑場遺跡

殃死者供養塔 品川区 南大井二丁目 大井町漁業組合と周辺町会 1935（昭和10）年9月
大井町の海岸に漂着した37遺体の13回
忌の供養のため。地震後の日々の漂着
数が書かれている

行元寺 横死者供養塔 品川区
西五反田四丁
目

信徒総代の和井田福太郎 1925（大正14）年5月

商売成功のお礼の意味で震災で亡く
なった人の霊および関係諸家の霊を祀
い地蔵尊建立

大林寺 供養塔 大田区 大森中二丁目 地元住民約40名（前方講） 1929（昭和4）年9月
寺でも詳細不明。大森海岸に連日漂着
する遺体を葬ったものか

安養寺 横死群霊供養塔 大田区 西六郷二丁目 平林幸太郎 1929（昭和4）年9月

震災7回忌に家族・親戚の名で布施。近
くの諏訪神社の石造鳥居も大正11年9
月に同氏により奉納されている

池上本門寺
殃死者之霊供養
碑

大田区 池上一丁目
立正講（吾嬬村請地・本所
押上など）の発起人以下150
名

震災後

大石段上すぐ右側の日蓮上人像の脇に
立つ。本院事務所で聞いたが、建立年、
建立由来など詳細不明

常福寺（浄土宗） 法界萬霊供養塔 世田谷区 北烏山二丁目 烏山移転に際して建立 1928（昭和3）年9月

隣の釈迦如来石像は震火災により鼻が
削げたとのこと。2008（平成20）年に碑
の由来を追刻

烏山神社 椎の木 世田谷区 南烏山二丁目 地元住民 震災後

流言で殺された朝鮮人を弔って住民が
供養のために植えたもので４本確認で
きる。震災当時は白山神社

円福寺別院（日
蓮宗）

山椒魚の墓 杉並区 松ノ木三丁目 藤谷三郎（浅草草津亭） 1931（昭和6）年
震災により死んだ山椒魚を供養

円明院（真言宗）
大震災横死者吊
魂碑

練馬区 錦一丁目 上毛モスリン練馬工場従業員 1924（大正13）年8月

上毛モスリン練馬工場（現在の練馬駅
北口にあった）での工場倒壊による犠牲
者9名の供養で建立

寿徳寺（真言宗） 惨死士各霊塔 北区 滝野川四丁目 23世宮木宥弌（住職） 1923（大正12）年10月
1935（昭和10）年建立の無縁塔と地蔵
群の中に立つ

満願寺（真言宗）
横死者群霊供養
塔

足立区 栗原三丁目 撤去 1972（昭和37）年

東京紡績西新井工場（のち日清紡）の
犠牲者43名の慰霊に1924（大正13）年
に建立されたが、50回忌の法要を機に
撤去（住職談）

東陽寺（曹洞宗） 檀家遺骨合葬塔 足立区 東伊興四丁目 24世円晃隆満 1985（昭和60）年
旧所在地の浅草高原町で震災により納
骨堂焼落、遺骨不明となり集骨合葬

東江寺（天台宗）
大震災殃死者追
悼碑

葛飾区 東金町二丁目 松風會々員一同 1924（大正13）年1月

6名の弓友追善菩提とある。先々代の関
連か？移転以前に本所で建てられたも
の。寺でも詳細は不明

妙源寺（日蓮宗）
六代目武蔵屋金
蔵之碑

葛飾区 堀切三丁目
　八世金蔵建碑
　（七世、加藤示堂書）

1955（昭和30）年8月
（1929（昭和4）年9月）

災害救援で実を上げ、震災時、番場町4
番地で焼死した6代目の顕彰と慰霊。妙
源寺は元は番場町にあった

大雲寺（浄土宗） 本尊阿弥陀如来 江戸川区 西瑞江二丁目 一周忌追善のため再建立 1924（大正13）年9月
一周忌追善のために、罹災者遺骨と納
骨堂安置の遺骨によって本所押上町造
立された骨仏

最勝寺（天台宗） 富田木歩の墓 江戸川区 平井一丁目 荒井聲風永代供養 震災後

富久と屋号があるように代々の富田家
の墓に、「震外木歩信士」「寄進荒井聲
風」の追刻をしたもの

［講演要旨］
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